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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
 
附属MIRAIC-未来の医学研究センター
産学協同研究部門：薬効解析部門を設置した。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
この様な業務に関心のある方、生物・生体に興味のある方の多数のご応募をお待ちしております。�


	名古屋大学全学技術センター�生物・生体技術支援室���
	スライド番号 2
	名古屋大学　環境医学研究所
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	今回募集する技術系職員の業務内容
	�　　��募集する業務内容と完全に専門分野が一致する人は少ないと思います。専門分野が多少異なっていても、1年間の技術継承期間がありますので働きながら勉強し身に着ける事が出来ます。���
	生物・生体に興味のある方の多数のご応募をお待ちしております。�
	スライド番号 11

